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第２講座＝組織とリスクコミュニケーション 久郷 明秀

本セミナーでは、組織が外部社会とリスクを共有１８●ためにどのように関わっていくべきか、また組織内部でリスク

をどのようにマネジメントすべきかという二つの課
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第１講座：「学習する組織」とリスクマネジメント 杉万 俊夫��

従来、組織は 「管理する組織」だった。 しかし、激動する環境に適応するには 「学習する組織Ｊでもあることが求��

められる。 「学習する組織」とは、勉強熱心なメンバーからなる組織のことではない。 では、 「学習する組織」とはい��

かなる組織のことか？活動理論という新しい理論に基づき、 「学習する組織」を平易に説明するとともに、リスクマ��

ネジメント、安全文化醸成に向けた 「学習する組織」の事例をも紹介する。��
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第２講座＝組織とリスクコミュニケーション 久郷 明秀��

本セミナーでは、組織が外部社会とリスクを共有１８●ためにどのように関わっていくべきか、また組織内部でリスク��

をどのようにマネジメントすべきかという二つの課題に焦点を当てて、リスクに対して意識の高い専門家が―般市��

民との接する時に陥りやすいリスク認知構造や組織内でリスクを共有できなかったことから招いた事故事例を元��

にしてコミュニケーションの重要性を説く。��
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第３講座＝リスク社会における「存在論的安心」の構築 吉田 純��

リスク社会としての現代社会とは、 リスクのグ口―バル化と個人化の同時進行によって、個人が家族、地域社会、��

企業、国家などによる保護を失い 、直接に多様なリスクにさらされる社会である。 この状況は、ギデンズのいう「存��

在論的安心」（自己のアイデンティティの連続性と社会的物質的環境の安定性への確信）への脅威をもたらす。��

この状況に抗して、 「存在論的安心」が再構築されうるための条件を、社会学の立場から理論的に考察する。��
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杉万 俊夫�� 久郷 明秀�� 吉田　 純��
演題；「『学習する組織Ｊとリスクマネジメント」��

グループ・ダイナミックス （組織やコミュニティの実��

践学）専攻。 組織の安全文化、 コミュニケーション、��

リーダーシップに関する研究に取り組んできた。��

京都大学大学院 人 間 ・ 環境 学研究科教授 。��

ｌ９７９年、九州大学大学院教育学研究科修了。��

ｌ９８０年、大阪大学人間科学部助手。 １９８８年、京��

都大学教養部助教授 、 ｌ９９６年、 同大学総合人��

間学部教授 、２００３年より現職 。 ｌ９９４
－

９８年、日本��

グループ・ ダイナミックス学会会長。 国際応用心理��

学会フェ ロー

。学術博士。��

著書「コ ミューテイのグループ・ダイナックス」（京都��

大学学術出版会、２００６年）、��

「Ｍｅａｎ血ｇｊｎＡｃ【ｉｏｎ」（Ｓｐｒｉｎｇｅｒ，
２００８年）。��

演題＝「組織とリスクコミュニケーションＪ�� 演題＝「リスク社会におけるｒ存在論的安心Ｊの構築」��

エネルギー問題を中心とする分野で、組織内や��

組織と社会の間のリスクコ ミュニケーションに関��

する研究に取り組んできた。��

関西電力（株）東京支社副支社長 。 お茶ノ水女��

子大学理学部非常勤講師（２００７ー）・ 大阪大学��

大学院工学系研究科 「環境リスク管理のための��

人材養成１プロ グラム特任講師（２００６
‐

）等を勤��

める。東京大学Ｔ学部機械Ｔ学科修了。��

社会学 、社会情報学専攻。情報ネッ トワーク社��

英国Ｌｅｅｄｓ大学大学院国際研究科修了（ＭＡ）。��

京都人学博士 （エネルギー科学）。��

著書「環境社会学の視点と論点 ｌ（山海堂、２００４��

年）、 「環境工学入門 （共著）」（インデックス出版、��

２０００年）。��

会におけるコミュニケーションの変容と公共圏の��

構築に関する研究に取り組んできた。��

京都大学高等教育研究開発推進センター・大学��

院人間・環境学研究科教授。��

ｌ９９ｏ年、京都人亨入学院文学研究科博士後期��

課程退学。 同年、京都大学文学部助手。��

２００ｌ年、京都大学総合人間学部助教授、２００４年��

より現職。２００７年より、関西社会学会事務局担当��

理事。２００８年より、日本社会情報学会理事。京都��

大学博士（文学）。 著書 ｒインタ‐－ネッ ト空間の社��

会学Ｊ（世界思想社 、２０００年）ほか。��

「新リスク学ハンドブック」��発刊セミナー申込書��
●受講者名�� ●御社名 ・ご所属��

様��

●ご住所��

ｌ‖ｌ　―　ｌ‖‖ｌ��
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ＦＡＸ．��

●ご連絡��

Ｅ‐Ｍａｉｌ��

●振込先＝みずほ銀行　駒込支店（普）　 １４０３２４７��

三松株式会社 （ミマツカブシキガイシャ）��

※お申込みは専用 （ＦＡｘ０３‐３９４０‐１８８０）三松 （株）セミナー事業部までお願いします。��

※お申込み受付後受講証と請求書をお送りいたします。��
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